
時代 西暦 西谷墳墓群の歴史 出雲平野周辺の歴史 日本の歴史

紀元前後 「よすみ」の出現（青木遺跡）
大量青銅器埋納
（荒神谷・加茂岩倉遺跡） 奴国王、後漢へ使いを送る

100

3号墓・1号墓 王墓の出現（西谷埋墓群） 倭国乱れる
200 2号墓 卑弥呼、女王となる

4号墓 卑弥呼、魏へ使いを送る
9号墓・6号墓 王墓の終焉（西谷埋墓群） 壱与、女王となる

巨大前方後円墳の出現
300 古墳が築かれはじめる （古墳時代のはじまり）

7号古墳 大和政権の統一進む

前方後円墳の出現
18号墳・21号墳 （大寺1号墳）

400 16号墳

11号墳 南朝にたびたび使いを送る
15号墳 （倭の五王の時代）

500

百済から仏像・経典が贈られる
横穴式石室の流行

横 (今市大念寺古墳ほか）
600 穴 横穴墓の流行 聖徳大使、摂政となる

墓 (上塩冶横穴墓群ほか） 小野妹子らを隋に送る
群 第一回遣唐使を送る

大化の改新
壬申の乱

700 大宝律令
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